
広 報 活 動

　平成 12 年春に、平成 11 年度補正予算限
りの措置とした「地域医療情報化推進事業」
の 1 つ「設備整備補助金」（補助率は国が
1/2、上限 250 万円）の募集がありました。
理事会などで検討し、板橋区医師会医療連
携センター（当時）で応募することになり
ました。同年 6 月に補助が受けられること
に決まったことから、再度理事会に諮り正
式に手続きを進めることになりました。
　委員会では積極的、消極的さまざまな意
見が噴出し、会員にアンケートをとったもの
の八方ふさがりの状況で、夏が過ぎ秋になっ
たある日、「練馬区医師会では、医療連携に
コンピュータを使っている」という情報が舞
い込みました。同年 10 月 12 日午後、野口
会長（当時）以下 7 名で練馬区医師会を視察
し、糸口が見えてきたような気がしました。
　入札のための業者説明会を 11 月 13 日に
開催、7 社が参加し応札したのは 5 社でし
た。業者のデモと委員会を繰り返し、平
成 13 年 1 月 11 日の理事会で千代田メディ
カル & アイ・ナテック（当時）にシステ
ム構築を委託することが決まりました。同
時に、医師会会員に周知するために「ネッ
トワークにゅーす」の発行を開始（第一号

は 12 月 18 日付）、システムとしては当時
インターネットでのセキュリティーが問題
になっていたことからイントラネットを採
用、Windows と MacOS の両方が使える
ようにしました。コンテンツの骨格は、現
在とほぼ同じです。
　このネットワークに愛称を付けようという
ことになり、会員に公募したところ 19 名か
ら 21 件の応募がありました。この中から
候補を 3 つに絞って全会員に投票を呼び掛
けたところ、総投票数が 231 票もありまし
た。そして 91 票を獲得した「imedas（板橋
区医師会の英語表記の略称）」に決まり、こ
れを提案した鈴木博先生（広報部理事（当時））
に、理事会で会長から賞品が手渡されました。
　平成 13 年 3 月に最初の説明会、4 月か
らは会館 3 階にパソコン 10 台を設置して
定員 10 名の「無料パソコン講習会」を 10
回以上開催しました。申込者多数で抽選に
したほどです。6 月からサービスを開始し
ました。その後、城北 4 区でのネットワー
ク構築に発展していきました。

元 板橋区医師会　理事 

宮川美知子

コンピュータネットワーク「imedas」
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板橋区医師会病院　院長

泉　　裕之

板橋区医師会病院 近年20年のあゆみ

病　　院

　板橋区医師会病院は昭和 41 年に許可病
床数 50 の内科系病院として、現在、板橋
区医師会館の建つ大和町に開設されまし
た。その後、病院の前を流れる石神井川拡
張のため、敷地の一部が削られることにな
り、同時期の高島平マンモス団地建設に
伴い、昭和 47 年に 100 床の総合病院とし
てこの地に移転しました。当初は現在の
N棟の 2病棟のみでしたが、平成元年に S
棟が保健センターとして竣工し、3病棟増
設され、平成 14 年にはさらに 1病棟増設
されました。現在は許可病床数 192 となっ
ております。板橋区医師会 70 周年にあた
り、近年の事業について紹介させていただ
きます。
■病院機能評価
　病院機能評価機構による訪問調査は平成
8 年から開始されました。当院は平成 15
年に初めて受審しました。受審の 1年以上
前から対策委員会を立ち上げ、月に 1～ 2
回の会議を開き、各部署が協力し、膨大な
マニュアルや資料を作成しました。調査に
よって喫煙環境、外来の構造、診療録の問
題などが明らかになりましたが、これらを
改善し、認定を受けることができました。

以降、5年ごとに再審査を 2回受けており
ます。
■初期臨床研修
　平成 16 年から新医師臨床研修制度が開
始されました。同年から協力型臨床研修病
院として日本大学医学部附属板橋病院等か
ら研修の一部を担当し、平成 17 年に管理
型臨床研修病院（現在は基幹型）に指定さ
れ、全国から研修医の募集を開始しました。
少人数ではありますが、毎年研修医を各地
に送り出し、それぞれが立派な医師として
活躍しております。
■病児・病後児保育室開設
　平成 21 年にお迎えサービス付き病児・
病後児保育室を開設しました。これは、区
議会の自民党議員団や板橋区健康生きがい
部などと協議を重ね、実現したものです。
私たちにとって未知の事業であり、大きな
困難が予想されましたが、看護師や保育士
らと共に意欲的に取り組んだこともあり、
非常に順調に運用されており、年間の利用
は 1,200 ～ 1,300 であり、稼働率は 90％前
後です。「お迎えサービス」が目新しいこ
ともあり、開設当日にはNHK「おはよう
日本」で、全国に生中継されました。
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■耐震補強工事
　病院N棟は昭和 47 年の建築であり、現
在の耐震基準を満たしておりませんでし
た。また、空調や水回りの不具合も目立つ
ようになりました。これらについて運営委
員会などで協議した結果、平成 20 年に耐
震補強工事および改修工事を進める方針が
承認され、翌年に耐震診断を行いました。
工事には多額の費用が必要となりますが、
当時の杉田尚史会長をはじめとする医師会
執行部の尽力により東京都の平成 22 年度
医療施設耐震化緊急対策事業補助金を獲得
することができました。平成 23 年 2 月か
ら工事が開始されました。開始から 3週間
ほどで、東日本大震災を経験し、この事業
の重要性が早々と再認識されました。N棟
全体を耐震補強した上で、老朽化した空調
や水回りも含めて改修しました。病室は明
るくなり、手術室の機能も一新されました。
平成 24 年 3 月に完成し、開院 45 周年を兼
ねてお披露目の祝賀会を開催していただき
ました。
■医学部実習
　平成 25 年から日本大学医学部の実習を
担当しています。100 人前後の医学部 5年
生全員が、1週間の「地域中核病院」の実
習を行っております。6年生の選択実習も
受け持っております。各診療科の医師たち
が熱心に指導にあたっており、学生たちか
らの評判も上々です。平成 27 年からは帝
京大学医学部の実習の一部も担当しており
ます。
■電子カルテ導入
　平成 25 年に画像保存通信システム

（PACS）を導入し、フィルムレス化を行
いました。各外来および病棟さらには医
師会館にも高精度のモニターが設置され、
フィルムを現像することなく、画像診断が
できるようになりました。
　平成 26 年から電子カルテの稼働を開始
しました。これにより的確な診療録管理、
患者情報の一元化、情報共有が可能となり、
カルテスペースの縮小、請求漏れの減少、
カルテ運搬業務・レセプト業務の軽減につ
ながりました。当初は、患者さんの待ち時
間が却って長くなることもありましたが、
現在では会計待ち時間も大幅に短縮されま
した。
■最新の医療機器
　より充実した医療を提供するために放
射線撮影装置など、機材の更新を積極的
に行っております。平成 21 年にはMRI 装
置を更新しました。従来は 0.5T（テスラ）
の装置でしたが、1.5T の装置を採用しま
した。従来の乳房撮影装置に加えて、平成
24 年に東京都の補助金を得て、健診セン
ターにデジタル乳房撮影装置を設置しまし
た。これにより、さらに精度が高く、また
効率化され、乳がん検診の撮影数は都内で
もトップクラスとなりました。もちろん画
像もトップクラスであると自負しておりま
す。平成 28 年に一般撮影にデジタルラジ
オグラフィ、平成 29 年には拡大内視鏡を
導入しました。
■名誉院長叙勲
　長年に渡り当院に貢献されている勝呂長
名誉院長が平成 26 年に瑞宝双光章を受章
され、パレスホテルで盛大な祝賀会が開催
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板橋区医師会病院　院長

泉　　裕之

板橋区医師会病院 近年20年のあゆみ

病　　院

　板橋区医師会病院は昭和 41 年に許可病
床数 50 の内科系病院として、現在、板橋
区医師会館の建つ大和町に開設されまし
た。その後、病院の前を流れる石神井川拡
張のため、敷地の一部が削られることにな
り、同時期の高島平マンモス団地建設に
伴い、昭和 47 年に 100 床の総合病院とし
てこの地に移転しました。当初は現在の
N棟の 2病棟のみでしたが、平成元年に S
棟が保健センターとして竣工し、3病棟増
設され、平成 14 年にはさらに 1病棟増設
されました。現在は許可病床数 192 となっ
ております。板橋区医師会 70 周年にあた
り、近年の事業について紹介させていただ
きます。
■病院機能評価
　病院機能評価機構による訪問調査は平成
8 年から開始されました。当院は平成 15
年に初めて受審しました。受審の 1年以上
前から対策委員会を立ち上げ、月に 1～ 2
回の会議を開き、各部署が協力し、膨大な
マニュアルや資料を作成しました。調査に
よって喫煙環境、外来の構造、診療録の問
題などが明らかになりましたが、これらを
改善し、認定を受けることができました。

以降、5年ごとに再審査を 2回受けており
ます。
■初期臨床研修
　平成 16 年から新医師臨床研修制度が開
始されました。同年から協力型臨床研修病
院として日本大学医学部附属板橋病院等か
ら研修の一部を担当し、平成 17 年に管理
型臨床研修病院（現在は基幹型）に指定さ
れ、全国から研修医の募集を開始しました。
少人数ではありますが、毎年研修医を各地
に送り出し、それぞれが立派な医師として
活躍しております。
■病児・病後児保育室開設
　平成 21 年にお迎えサービス付き病児・
病後児保育室を開設しました。これは、区
議会の自民党議員団や板橋区健康生きがい
部などと協議を重ね、実現したものです。
私たちにとって未知の事業であり、大きな
困難が予想されましたが、看護師や保育士
らと共に意欲的に取り組んだこともあり、
非常に順調に運用されており、年間の利用
は 1,200 ～ 1,300 であり、稼働率は 90％前
後です。「お迎えサービス」が目新しいこ
ともあり、開設当日にはNHK「おはよう
日本」で、全国に生中継されました。
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■耐震補強工事
　病院N棟は昭和 47 年の建築であり、現
在の耐震基準を満たしておりませんでし
た。また、空調や水回りの不具合も目立つ
ようになりました。これらについて運営委
員会などで協議した結果、平成 20 年に耐
震補強工事および改修工事を進める方針が
承認され、翌年に耐震診断を行いました。
工事には多額の費用が必要となりますが、
当時の杉田尚史会長をはじめとする医師会
執行部の尽力により東京都の平成 22 年度
医療施設耐震化緊急対策事業補助金を獲得
することができました。平成 23 年 2 月か
ら工事が開始されました。開始から 3週間
ほどで、東日本大震災を経験し、この事業
の重要性が早々と再認識されました。N棟
全体を耐震補強した上で、老朽化した空調
や水回りも含めて改修しました。病室は明
るくなり、手術室の機能も一新されました。
平成 24 年 3 月に完成し、開院 45 周年を兼
ねてお披露目の祝賀会を開催していただき
ました。
■医学部実習
　平成 25 年から日本大学医学部の実習を
担当しています。100 人前後の医学部 5年
生全員が、1週間の「地域中核病院」の実
習を行っております。6年生の選択実習も
受け持っております。各診療科の医師たち
が熱心に指導にあたっており、学生たちか
らの評判も上々です。平成 27 年からは帝
京大学医学部の実習の一部も担当しており
ます。
■電子カルテ導入
　平成 25 年に画像保存通信システム

（PACS）を導入し、フィルムレス化を行
いました。各外来および病棟さらには医
師会館にも高精度のモニターが設置され、
フィルムを現像することなく、画像診断が
できるようになりました。
　平成 26 年から電子カルテの稼働を開始
しました。これにより的確な診療録管理、
患者情報の一元化、情報共有が可能となり、
カルテスペースの縮小、請求漏れの減少、
カルテ運搬業務・レセプト業務の軽減につ
ながりました。当初は、患者さんの待ち時
間が却って長くなることもありましたが、
現在では会計待ち時間も大幅に短縮されま
した。
■最新の医療機器
　より充実した医療を提供するために放
射線撮影装置など、機材の更新を積極的
に行っております。平成 21 年にはMRI 装
置を更新しました。従来は 0.5T（テスラ）
の装置でしたが、1.5T の装置を採用しま
した。従来の乳房撮影装置に加えて、平成
24 年に東京都の補助金を得て、健診セン
ターにデジタル乳房撮影装置を設置しまし
た。これにより、さらに精度が高く、また
効率化され、乳がん検診の撮影数は都内で
もトップクラスとなりました。もちろん画
像もトップクラスであると自負しておりま
す。平成 28 年に一般撮影にデジタルラジ
オグラフィ、平成 29 年には拡大内視鏡を
導入しました。
■名誉院長叙勲
　長年に渡り当院に貢献されている勝呂長
名誉院長が平成 26 年に瑞宝双光章を受章
され、パレスホテルで盛大な祝賀会が開催
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されました。平成 28 年には医師会病院お
よび看護高等専修学校の 50 周年祝賀会が
同ホテルで開催され、大変に多くのご来賓
のご臨席を賜りました。
■これからの展望
　現在、板橋区医師会病院は 7対 1看護基
準の急性期型病院として運営されています
が、地域医療構想が進められている中、今
後のあり方を検討する必要があります。ま

た、S棟は平成元年に竣工し、不具合が多
く見られるようになっております。これに
ついても今後改修を進める必要がありま
す。本来であれば、新病院建築を検討すべ
きなのでしょうが、現在の病院の置かれた
状況を見極め、慎重に検討することが重要
であると考えます。私たちは、今後も地域
に信頼される病院を大切に運営していきた
いと思います。
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板橋区医師会病院

板橋区医師会立看護高等専修学校　校務主任

多比良　清

板橋区医師会立看護高等専修学校 20年の歴史

看護高等専修学校

　板橋区医師会立看護高等専修学校の応募
者数は、平成 21 年度までは 100 名未満で
したが、平成 22 年度より 100 名以上が 7
年間持続していました。

　以前は 10 から 20 歳代の高校新卒者が中
心でしたが、最近は 20 から 30 歳代の社会
人経験者が増加し、高校新卒者は平均 15%
程となっています。入学時の平均年齢は、
最近 20 年で 22 歳から 29 歳となっていま
す。卒業後の進学率は低下傾向となってい
ます。これは学生の平均年齢が高い程顕著
になります。
　最近 20 年間、資格試験の合格率は 100%
です。准看護師資格取得後に就職する者は、
板橋区内の病院やクリニックへの勤務が多
く、地域密着型の学校であると言えます。

開校以来、実習先に恵まれ、多くの会員の
先生方より講義をしていただき支えられ、
他校が閉校していく中、50 数年の長きに
わたり約 1,700 名と多くの卒業生を輩出で
き、感謝しています。実習場所として、板
橋区医師会病院・愛誠病院・荘病院があり、
すべて板橋区内にあり学校や職場から近
く、勉強に専念できる環境が整っています。
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応募者の推移（H12～29年度）
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されました。平成 28 年には医師会病院お
よび看護高等専修学校の 50 周年祝賀会が
同ホテルで開催され、大変に多くのご来賓
のご臨席を賜りました。
■これからの展望
　現在、板橋区医師会病院は 7対 1看護基
準の急性期型病院として運営されています
が、地域医療構想が進められている中、今
後のあり方を検討する必要があります。ま

た、S棟は平成元年に竣工し、不具合が多
く見られるようになっております。これに
ついても今後改修を進める必要がありま
す。本来であれば、新病院建築を検討すべ
きなのでしょうが、現在の病院の置かれた
状況を見極め、慎重に検討することが重要
であると考えます。私たちは、今後も地域
に信頼される病院を大切に運営していきた
いと思います。
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板橋区医師会病院

板橋区医師会立看護高等専修学校　校務主任

多比良　清

板橋区医師会立看護高等専修学校 20年の歴史

看護高等専修学校

　板橋区医師会立看護高等専修学校の応募
者数は、平成 21 年度までは 100 名未満で
したが、平成 22 年度より 100 名以上が 7
年間持続していました。

　以前は 10 から 20 歳代の高校新卒者が中
心でしたが、最近は 20 から 30 歳代の社会
人経験者が増加し、高校新卒者は平均 15%
程となっています。入学時の平均年齢は、
最近 20 年で 22 歳から 29 歳となっていま
す。卒業後の進学率は低下傾向となってい
ます。これは学生の平均年齢が高い程顕著
になります。
　最近 20 年間、資格試験の合格率は 100%
です。准看護師資格取得後に就職する者は、
板橋区内の病院やクリニックへの勤務が多
く、地域密着型の学校であると言えます。

開校以来、実習先に恵まれ、多くの会員の
先生方より講義をしていただき支えられ、
他校が閉校していく中、50 数年の長きに
わたり約 1,700 名と多くの卒業生を輩出で
き、感謝しています。実習場所として、板
橋区医師会病院・愛誠病院・荘病院があり、
すべて板橋区内にあり学校や職場から近
く、勉強に専念できる環境が整っています。
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授業風景 授業風景

実習風景

年　　度 校　　長 校務主任 教務主任

Ｈ 9（1997） 青木恒春 野口　晟 三輪明代

Ｈ 10（1998）
H9（1997）年 4 月～ H9（1997）年 4 月～ H4（1992）年 4 月～

H11（1999）年 3 月 H11（1999）年 3 月 H15（2003）年 3 月

Ｈ 11（1999） 野口　晟 都築恵丈
Ｈ 12（2000） H11（1999）年 4 月～ H11（1999）年 4 月～
Ｈ 13（2001） H15（2003）年 3 月 H15（2003）年 3 月
Ｈ 14（2002）
Ｈ 15（2003） 杉田尚史 岡田信良 佐藤公子
Ｈ 16（2004） H15（2003）年 4 月～ H15（2003）年 4 月～ H15（2003）年 4 月～
Ｈ 17（2005） H23（2011）年 3 月 H19（2007）年 3 月 H22（2010）年 3 月
Ｈ 18（2006）
Ｈ 19（2007） 天木　聡
Ｈ 20（2008） H19（2007）年 4 月～
Ｈ 21（2009） H23（2011）年 3 月
Ｈ 22（2010） 髙野恵美
Ｈ 23（2011） 天木　聡 多比良清 H22（2010）年 4 月～
Ｈ 24（2012） H23（2011）年 4 月～ H23（2011）年 4 月～ 現在
Ｈ 25（2013） H27（2015）年 6 月 現在
Ｈ 26（2014）
Ｈ 27（2015） 水野重樹
Ｈ 28（2016） H27（2015）年 7 月～
Ｈ 29（2017） 現在

多くの卒業生が板橋区内に就職しており、
後輩の指導にも尽力してくれています。

その精神が受け継がれ、良い循環が生まれ
ています。
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校長、校務主任、教務主任（近年20年） （敬称略）
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